
【北海道通信】旭川聾学校・地域参観日　（令和８年７月６日記事） 

「北海道通信　日刊教育版」（令和８年７月６日付　３面掲載） 

 　北海道通信で本校の地域参観日を記事にしてくれました。

　「先進的な取組」や「脳科学的なアプローチ」とは、ちょっと大げさかもしれません。

しかし、０歳から通いはじめる乳幼児相談室のお子さんの脳の発達は０～３歳までに急

激に発達することが知られています。ですから、脳への刺激としての音声言語や手話に

限らず、認知発達に必要な適切な刺激や行動を肯定し、微笑ましく見守ったり、応援し

たりできれば、健全な子育てを楽しめることになり、子どもたちは健やかに成長してく

れることでしょう。乳幼児相談室の保護者講座では、実際、そのような内容をお話しし

 ましたと説明しました。

　また、人間の脳は、経験や学習、環境の変化等に応じて脳の構造や働きが変化する性

質をもっています。「可塑性」といいますが、「可塑」とは、粘土のように形を変えられ

るという意味です。つまり脳は固定された器官ではなく、生涯にわたって変化し続ける

能力をもっているのです。一方で、臨界期という考え方もあります。あることを学習し

て学び、獲得する時期には特に適切な時期があるとう考え方ですが、教科学習の中でも

確かにあるように感じますし、きこえると誰に教えられなくても誰もがことばを話せる

ようになる能力をもっていることから早期発見・早期療育（教育）を推奨しています。


